





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ブビリ ×4-40．everv(where） ［v]★の ［bi］Ｃｆ2-25.①evervアy ､2-25.①everyブビリ
4.1.9ズについては以下のように分析できる。
4.1.9.1．ス[su］今の★[s］（★語末における母音脱落）
－１２６－
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ｓｉｘ 色キス ［s］ｃｆ２－５４、ｓｉｘ色キス
palaceハラス ［s］
ｓｔｅｐｓ ステッピズ ［s］
Prussia プルス（プロシア）［J］★の[s］
ス[su］の｡★[s］（★母音の脱落・無声子音及び鼻音の直前にある場合で、
2-32.ｓｉｘ色キス 」 ・
4-13.②palace ハラス
4-18.②steps
５－４２．Prus i
4.1.9.2．ス[su］の｡★[s］（★母音の脱落・無声子音及び鼻音の直前にある
ｓではじまるconsonantclusterとなっている。便宜のためそのcluster
を表記する｡）
５－７．Marquesas メリガースケ［sk］
1-1.②ｓｋｙ スヵーイ［sk］
５－３８．Spain スペイン ［sp］
２－１．spring スポリン ［sp］
１－３３．astron アスドラン ［st］
４－５．②forest ホレスタ［st］
1-26.①(hoar-)frostフロスタ［st］
2-12．ｌａｓｔラアズチ［st］
２－１１．ｎｅｘｔ ネッキス ［s(t)］
1-4.②ｓｔａｒ スター［st]Cf､1-40.star(-light)スター
４－１８．①ｓｔｅｐ ステッピ〈ス〉［st］
４－１９．Stone ストーン ［st］
２－２２．yesterday 也ステレイ［st］
４－３０．ｓｍａｌｌ スモーリ．［Ｓｍ］
1-9.②ｓｎｏｗ ズナウ［sn]1-9.①ｓｎｏｗ昔ナウ
１－２４．ｓｎｏｗｓ スナウズ ［s､］
4.1.9.3．ス[su］の①★[s，］（★子音の半有声化＝ｚの微音十母音脱落）
２－３５．ｄａｙｓ レイス ［s，］
l-3Leclepse イーキレ不ス［Ｓ，］Ｃｆ1-30．eclepseイーキＬ
1-47.①ｇｏｅｓ ゴース ［s，］
×、1-13.②hails アヨース ［s,］
×１－２７．hails アーョース ［s'］
４－３６．Islands アイランス ［｡z]の[s，］
１－４９．ｉｓ イス ［s，］
1-51.ｉｓイーズ ［s'］1-46．ｉｓイース
2-69．ｉｓ（it）イッ色1←［s］
６－２．Jesus？ヂー色シシ［s,］
レ不ス
－１２７－
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★cf4-4、desertレ色''ﾄム［ｚｅ］●[z］4-7.
3-25.①Lord，ｓｄａｙ ロールデスレィ［s，］
１－２４．ｓｎｏｗｓ スナウス ［s，］
1-29.Stars 昔ダース,［z］
２－６６．hours アヮラス ［z］
1-14.②(haiDstones 昔久ウンス ［z］
4.1.9.4．ス[su］の｡★[si］（★母音の異音化）
４－５４．cemetery スミトレ ［se](母音の脱落とも考えられる）
4-24.①ｓｅａ スー ［si］
4-23.ｓｅａ スイ［si］
１－５１．ｓｅｅ ス ［si］
4.1.9.5．ス[su］今の★[s(i)］（★子音の異音化十母音脱落）
4-48.ｅａｒｔｈｔｏ－ ブル・スト［0］（4.1.9.2.とも関係するであろう）
4-44.northノース ［o］★cf5-33・Northノース
4-43.Southサーウス ［o］★cf5-34Southサーウス
4.2．特殊記号［×］について：原則として「子音・母音の異音化」を表記する工夫であ
る。
4.2.1．ア[O］９９★[e]（★一貫性を前提とすれば[E]とするのが妥当であろう）
4.2.1.1．ア[q］の●★[a］
２－７．ａ プ4-38.4-39．［a］
1-51．about（to） プバヲト（ドー）［e］
2-62.ａｔ プトムに］
×、
４－４８．earthアル・ス に:］
×
１－５１．ｉｔ アテ に］
Whenitis…月ンブテイーズ…９ｉｔは［イッテ］であるが，極めて弱く発音き
れ，ｉｓが［イース］と強く発音されている。
4.2.1.2．ア[q］の｡★[e］
４－４５．anchor ブンケ 同★｡[e］
2-25.①every プビリ ［e］
×、4-40．every(where）アヒリ ［e］
×1-14.①hail(stones）アール ［e(:)］
1-13.①hails プヨー昔
×
１－２７．hails アーョーズ
－１２８－
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★［heil］であるが，Cockneyの影響か[h］が脱落，［ヨ］はｄａｒｋｌの故であろう。
4.2.1.3．ア[q］の①★[O](ａ脱落）
５－３３．American メリケン5-34. に］（★弱音節の故に脱落）
4.2.1.4．ア[q］９９★[。］
3-10.②October ブットーハ ［｡］
4.2.1.5．アイ[qi］のＥ，★[s(:)］
1-26.①ａブイ（アと読めるが，プと考えるのが妥当）
1-38．ａブイ1-39.1-44.1-46.1-49.4-29．４－３０．
１－２６．ahoar-frost ブイ阿ラフロズタ ［ei]★のに］
1-38．amoonlightnightブイ蒙來的ナイテ ［ei]★のに］
１－３９．ａｄａｒｋｎｉｇｈｔ ブイダーカナイデ［ei]★｡[ご］
1-44．astar-lightnightブイスター來デナイデ［ei]★の[ご］
1-46.ａｄｅｗ デイトｋ－ ［ei]★の[e:］
１－４９．ａｆｉｎｅｄａｙ ブイハインデイ ［ei]★のに:］
４－２９．agreatcountry ブイグライトカントリ［ei]★のに］
４－３０．asmallcountry プイスモーリ．カントリ［ei]★の[ご］
２－３４．eight デイト2-56． ［ei]★の[e:]の[e:〕
２－４５．eighty プイデ［ei]★の[e:]｡[ご］
３－４．April ブイプブル ［ei]★の[e:]の[s:］
★琉球語（首里方言）において[ai]｡[e:][e:］と変化することも考慮すべきであろう。
4.2.1.6．［×］の付かないア[u]は[a］である。
1-11.①ａｒｅｄ ア耳テ ［a］（★［a,erd］の[a:rd］）
５－８．African アフリケン ［ヨ
２－２４．after アフタ２－１８． に］
２－６７．ｈｏｕｒ アワラ ［a］
2-66.hours アワラス ［a］
2-68.hours アワラス ［a］
4-53．ｏｕｔアウド［a］
4.2.1.7．［×］の付かないアイ[qi］は[ai]である。
１－４２．ｉｃｅ アイ昔［ai］
5-30．Ice(land）アイシ（アイスランド）［ai］
4-31.①islandアイランに ［ai］
5-15．Islandアイランデ［ai］
－１２９－
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5-45.①[ai］
［ai］
［ai］
ラン（★ハワイ諸島）
5-16．Islandアイラン5-11.
4-36．Islands アィランス
4-37．islands アイランデ’
5-45.②(Sandwich)Islandサンルチヤイ
★［チヤイ］は［chiチ＋aiアイ］
4.2.1.8.エはbe]を表記する。ヱは[E]を表記しているが，語頭には用いられてなく［ｱ;《]で
表記しているものと思われる。
5-36．（New）Caledoniaケリロンニエ ［ね］
2-10.①ｙｅａｒ エー2-11.2-12.3-13．Die］
３－２２．ｙｅａｒ エ3-23.①Die］
２－２２．yesterday 也ズテレイ２－２３ ，e］
５－９．Marquesas マクヱ色シ ［ei］
５－２１．Persian ペヱセン に(:)］
4.2.2．ナ[no］９９★デ[no］（★母音の異音化）
３－１６．lunar リヲデ [､a(:)］
4.2.3．ネ[､e］９９★兼[nyi］（★子音の異音化）
3-1.①January 熱兼月ライ [､j(i)］＝にnyi］９
4.2.4．ヘ[he］９９★ぺ[he](★変異なし。わざわざ特殊記号を用いる必要はないように
思えるが、ベッテルハイムがへ[he,fe］としていることを考慮の上、牧志．園田の
［ヘ］の基本発音を[fE］とすれば,f→h，ｓ→ｅなどの変異が見られ「子音の異音化」
＋「母音の異音化」として理解できる。
1-43.②ｈｅａｄ ベテミ ［he](★子音・母音の異音化）
１－３６．ｈａｌｏ 黒イラウ1-35． ［he］
4.2.4.1．その他本稿の分析対象外の部分に次の例が見られる。
ｈｅａｄ ベ《リデ ［he］
ｈｅａｄ ベーテ２ ［he］
ｈｅ、 ベドンナ ［he］
ｈａｒｅ ベドヤ ［ｈｅ］（★子音の異音化）
ｈａｉｒ ベドヤ ［ｈｅ］
history ベズテレ ［hi](★子音・母音の異音化）
－１３０－
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ｈａｔ ベット［had(★子音．母音の異音化）
ｈａｎｄペーンド［had(★子音．母音の異音化）
ｆａｎ べ《ン ［fad(★母音の異音化）
ｆａｃｅ べ《イス ［fe］
[ヘ］の例は下記のとおり。参考のため挙げておく｡
fiftyヘフデ ［fq
fiftyヘイフデ ［fq
fiveヘイフ2-53.3-23.①［fa］
４．２．４．２．
２－４２．
３－１３．
２－３１．
4.2.5．ラ[ｍ］●の★ブ[ra］（★母音の異音化）
３－４．April デイプブル [ra］
4.3.特殊記号［△］について:母音の異音化、「琉球訂
4.3.1．テ［te］ｑの★デ［t(i)］（★琉球語的発音）
｢琉球語的に発音せよ」の指示と思われる。
［ ］ｑ９１
ｈｏｔ
ｌｔ
(star-)light
market
night
short
what
month
eighty
fifty
fifty
fortification
forty
mountain
ninety
seventy
sixty
thirty
４１
ン
２
ヨ、ン
４ ４
イ
１
ケ
一一｜ニガーデ｜〒｜作｜チデ｜ンイフイニナ
ニナ｜
デ｜イ
ニナ｜ニナ｜ニエフヒ
ハ
イ
来
マ
ナ
シ
ワ
モ
ブ
ヘ
ヘ
ホ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●戸‐（四）４勾扣一一勺ⅡⅡ一〈⑪『〉（叩『〉（叩／】（皿】。）｛‐【ｐ〉（叩〃〈】ハエ、〉ｊｌｍｍ｝」勺００－●（。【叩）△、扣一ユ（叩く心）（、叩叩〉
一‐民，》）（皿〃〈】β犯」ユ｛‐（ｕ〉（わく、）｜（羽『四）〈・尻叩）．ｍ扣一一Ａ何刎一凸４ハニニ｜可００４｜可００（四ｍ加一一［７Ｊ０刈扣一二△几、一一●幻扣」△△何ｍ」垈
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
（リハ］『’００－一つⅡⅡ一ムハニニ勺ⅡⅡ一４ｍ」△（叩〃〈］〈叩〃〈】（叩〆〈］（皿〃〈］（叩三、〕４ｍ一二（叩〃〈］４加一△（叩／］〈叩〃〈】（皿／】（叩〃〈］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[O］（★の[t]）
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
[ti］
ン
ニア｜涼一猯｜狩一淳一ニナ
ッ
ウ
イ
ビ
キ
ッ
ホ
メ
ナ
色
色
色
－１３１－
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4.3.2．デ[de］の④★云[｡(i)］
3-25.①Lord，ｓｄａｙ
４－８．①ｒｏａｄ
2-63．ｄｉｄ（you）
（★琉球語的発音）
ロール.デスレイ
ウロー笂
乏ﾆチュ（又）
[｡］（★デの気）
[｡］
[di］
（★琉球語的発音）
アズドラン
デド
カンドリ
レ色',トム4-7．
イースド
グライド
ハンにラウド
イッ色ド
ライド
アウド
ワンド
月一スド
オドンム
ボドカリ
ドー2-64.2-64．
ド
ドレイ2-20.
4.3.3．ト[to］･の★ｒ[t(u)］
１－３３．astron
２－６２．ａｔ
４－５３．country
４－４．desert
４－４１．ｅａｓｔ
1-22.great
２－４７．hundred
2-69．（is）ｉｔ
４－２０．light
４－５３．ｏｕｔ
２－６４．ｗａｎｔ
４－４２．Ｗｅｓｔ
２－３．ａｕｔｕｍｎ
５－２９．Portugal
l-5Lto
２－６３．ｔｏ
１－５０．today
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[t］
[ta]（★の[tu]）
[tju]（★吟[tu]）
[tu,te］
[tute］
に]（★の[tu]）
4.3.4．ド[do］９９★腿［｡(u)］（★琉球語的発音）
2-47．hundredハンー12ラウド
2-48．hundredハンー12ラド
4-31.①islandアイランに
4-31.②islandアイレン区
1-11.②ａｒｅｄア耳}2
1-21.round ウラ．ウンに
1-47.②round ウラウント2
[｡］
[d］
[d］
[d］
[｡］
[｡］
[d］
－１３２－
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１－３５．round 〈ウ〉ラウント△ ［｡,］（★[｡］の微音）
１－３６．round 〈ウ〉ラウン腿 ［d］
１－１６．dew -l2-1-25． ［dju]（★[｡u]）
１－４６．ｄｅｗ 吃一 ［dju］
２－６４．ｄｏ 腿 ［du(:),｡a］
4.3.5．ネ[､e］のE>★九[､i］（★琉球語的発音化）
★琉球方言における二の発音は[nyi］である故、琉球方言のネ[ni]で表記している9．
５－１４．Borneo 示禿－ユ ［､i］
5-1.②China チヤイお ［､e］（★･[､i]）
２－１９．evening イ玉ネン ［､i］
５－２６．Germany ゼルマ疵－［､i］
1-8.②lightning ライデュン ［､i］
５－４４．Manila マン禿－ラ ［ni］
２－１５．morning モー応ン ［､i］
4.4特殊記号〔□〕について：4.2.とは異なり、「母音の異音化」と概括できそうである。
但し、同一頁のなかで［△][□］が混在するすることは稀であること,4.4.2．のように
両者は同一である、とも考えられる事例も見られることから、両者は同じ機能をもつの
かも知れない。今後の課題としたい。
4.4.Ｌテ[te］･･★デ［te］（★変異なし。4.2.4.の場合同様、牧志・園田の基本発音
を[tE］とれば、「母音の異音化」と理解できる。
3-17.③calendarケリンデ［｡e］（★の[ta]）
３－９．September 色ツデ］ン（ ［te］
4.4.2．ド[do］のE>★ＫＬ［｡(u)］（★4.3.4.との差異が明確でない。４．４．１．と同様、「母
音の異音化」とすれば幾分納得できるか。以後の検討課題である｡）
４－１．ｌａｎｄレントド！ ［d］
4.4.3．ヘ[fE](Cf､4.2.4）の｡★ベ】[he](★「子音の異音化」＋「母音の異音化」となり、
結局4.2.4.と同一結果となる｡）
３－２．February ぺ'ペリワライ［fe］
4-34.①harbor ペーベ ［ha:］
４－４５．ｈａｖｅ ぺ１ビ［hadlha］
４－２５．heavy ベリビ［he］
４－１７．ｈｉｌｌ ベリール ［hi］
－１３３－
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4.4.4．べ[bE](Cf､4.2.4.）Ｅ>９★ペ[be］（★母音の異音化）
３－２．February ペペワライ［br](★の[be]）
３－１１．①November 納一ペンバ ［ve］
4.4.5．メ[ｍｅ](Cf､4.2.4）の③★ﾒﾛ[me］（★母音の異音化）
３－５．Ｍａｙ メ･イ［me］
4.4.6．レ[re](Cf､4.2.4）９９★1ﾉｺ[re］（★母音の異音化）
3-17.③calendar ケロンデ［１３］
★琉球方言においては。=l=rであるから、子音の異音化は意識きれなかったであろう'０。
4.5．下線について：「圧縮｣、して「詰めて発音せよ」の意であろう。
４－１４．fortification ホラ会ヒイケイシヨン
２－６７．ｈｏｕｒ アワラ
２－６６．hours アワラス
２－６８．hours アワラス
４－２４．ｒｏｕｇｈｓｅａ ウロフスー
4.6．［・］、［.］について：
4.6.1．踊り字または顛音(trilling)を示すであろう。
２－６．ｃｏｌｄコール.
４－２６．water ワァテル・４－２７．４－２８．４－４７．４－５５．
×
4-48.earthアル・ス
3-13．pray(ers）プ来（，ル.シ）
3-21．pray(ers）プライ（アル.シ）
６－３． pray(ers）プライ（ル.シ）
3-25.①Lord,ｓ ロールデズ
１－２１．round ウラ．ウント２
4-30．ｓｍａｌｌスモーリ．
1-14.①（hail)stones 昔タ．ウン昔
５．５．Formosa ハモーサ．
4.6.2．下記の三例とも文中における事例である。単語の切れ目を示すとも言える。
3-14.①ｔｏ 卜
3-14.①Monday マンレイ．
3-21．time<s〉ダイン．（★2-61.2-69.に[タインム]とあり，[.]｜
すなわち［ン］の顛音とも考えられる｡）
､2-69.に[タインム]とあり，[.]は[ｍｌ
ｐ
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１．大城立裕「『琉英国語』について」『沖縄史料編集所紀要』２号、1977
2．『沖縄大百科事典下巻』沖縄タイムス社、1983
3．中浜の英語についてはまだ資料不十分のため断定はできないが、英語の[r］の表記など
については牧志・園田のほうがはるかにすぐれていると言えそうである。
４．石附実『近代日本の海外留学史』中公文庫880
5．倉石／折敷編『岩波日中辞典』岩波書店、1987.
6．メドハーストはその箸AnEnglishandJapaneseandJapaneseandEnglishVocabulary
（バタヴイア版、1830)の序文で日本語について面白い観察を述べている。すなわち「無
声子音に濁点をつけることによって有声子音に転化できる」との観察である。それを応用
してベッテルハイムは「k”滅多に現れないがｇのように発音される」とし、例えば
ｋの音便によってｇになった場合ｋｉｇｉと表記せずkik',ｉと表記することによってｇｉは
本来的にはｋｉであることを示そうとしている。一貫しているわけではないが、その努力、
語源的に表記する努力は評価したい。ベッテルハイムと交流のあった牧志はその影響で漢
語にまで濁点を付したのであろう。
7．伊波和正（1992）「ベツテルハイム『英流辞書』：漢語」『琉球の方言』第17号、ｐ､40.
8．ライシヤワー他監修『英文日本大事典』講談社、1993,ｐ､731.
9．喜名／伊波／森／高橋／(共訳）「ベッテルハイム箸『琉球語と日本語の要綱』(1)」『南
島文化』第２号、1980．
ベッテルハイムは琉球におけるIrofa〈イロハ〉の発音を一覧表にまとめている(p､50)。
10．上掲．ｐ､49.および注7
11．『沖縄對話』（昭和50年、沖縄県庁編、国書刊行会)は「縮迫」として下線している例が
多く見られる(例：アカングワ赤子)。
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